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千葉県地域IT化推進協議会 平成２３年度通常総会・セミナー



平成22年度千葉県RIPs事業
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関東経済産業局

《委託事業》

千葉県RIPs事業
（千葉県ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ推進事業）

（社）千葉県情報サービス産業協会

事業企画部会

中小企業団体連携グループ

「食の価値情報」プロジェクト
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交流・連携による
新しい情報価値
の創出

広域関東
地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

推進事業

埼玉、茨城、栃木、新潟、長野、山梨、静岡、立川、厚木、横須賀



テーマ
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消費者

一次産業

二次産業三次産業

ＩＴ産業 食の
価値情報
プロジェクト

もっと知りたい

こだわりをこめたものを
効率的に提供したい

品質の良さをアピールしたい

お客様を惹きつける

より良い商品を提供したい

情報技術を通じて

情報価値を実現したい

食の生産から消費まで、食に関わる関係者に

前向きなメリットをもたらす情報連鎖を創りだす



食品に関する情報連鎖と仕組み
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流通企業

食品メーカー

原材料メーカー

生産者

商品ラベル表示等

消費者
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�安全・安心・品質の情報 �売るための情報�取引の効率化の情報
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情報流通の
新たな仕組み
が必要

開始点である生産者の視点から
情報連鎖の改革が必要



生産現場の情報化
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栽培状況の記録
（発育・天候・作業・ノウハウなど）

生 産 農 家 卸・スーパー≒消費者

経営拡大 後継者育成

農業経営自体の見える化要求の増大

栽培履歴

ＧＡＰ対応

農業生産工程管理（Good Agricultural Practice）
点検項目の計画、実施、記録、点検

eBASE対応

流通BMS対応

こだわり情報

生
産
現
場
に
対
す
る
情
報
要
求
の
増
大

生産現場の
情報化の必要性の増大

海外輸出



「農家の日記帳」コンセプト
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農家の農家の農家の農家の

日記帳日記帳日記帳日記帳

①簡単に入力できる

②多目的に使える

③データを供給する

各種帳票

営農目的

販売目的



「農家の日記帳」の大義

• 「農家の日記帳」により、農業の情報化、すな
わち、農業の「見える化」を実現し、農産物に

新たな付加価値となる情報を流通させ、食品
関連産業の活性化に資する。

• 「農家の日記帳」により、農業、特に、個人農
家、および、中小規模農業主体の情報化を促

進し、我が国の農業の生産性を高め、国際競
争力の強化に資する。
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農家の日記帳モデル
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平成23年度地域新成長産業創出促進事業
（申請中）

平成23年度活動計画（予定）
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9月

農業ITカレッジ

農家の日記帳実証開発

連絡会、フィールドワーク、ミニセミナー

3月
“ちば農業IT

フォーラム”



IT利活用で地域を元気に！

• 「食」をテーマにした地域活性
• 農商工連携
• 農業の六次産業化
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消費者

一次産業

二次産業三次産業

ＩＴ産業

IT利活用利活用利活用利活用

もっと知りたい

こだわりをこめたものを
効率的に提供したい

品質の良さをアピールしたい

お客様を惹きつける

より良い商品を提供したい

情報技術を通じて

情報価値を実現したい


